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石井みちはるの質問

さとうまりこの質問
高齢者にも届く支援を
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避難計画を問う
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キャッシュレス
還元事業について
20％
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Ｐ　

実行不可能⁉

　浜岡原発事故の際の、
市民の避難計画が策定され、今年度避難訓練が行われます。しかし中身は「絵空事」。避難先は埼玉や神奈川ですが、避難手段は自家用車。大地震が起きている時に車での移動は不可能です。さらに、御前崎や牧之原市民の避難が済むまで藤枝市民は避難できず「屋内退避」。大パニックは必至の状況でこれは無理です。
　問題は、計画と訓練で「浜岡の安全対策は出来た」として再稼働の口実とされかねないこと。市長は、「計画と安全対策は別の問題である」と明言。国が再稼働に前のめりになっている中で、当事者である自治体の立ち位置が重要です。


市内の契約店でのペイペイ決済で、ポイントが還元（９月限定・上限5000円分）されます。ペイペイ利用者にはありがたい一方で、高齢者ではペイペイ利用者は少数です。節約のために携帯を解約する人も出ています。このポイント付与は、藤枝市では３回目となります。税金を使って行う事業にもかかわらず、使える人と使えない人にも差が広がっていくことも問題です。
経済効果があることは理解できますが
打撃を受けている年金生活者に届きにくく
そもそもの生活応援から、キャッシュ
レス決済推進に政策がそれてしまって
いないでしょうか。キャッシュレス
決済だけでない幅広い支援を求めました。
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石井みちはる
1977年生まれ。生きづらい人が増えています。優しい社会を作るため頑張ります。

[bookmark: _GoBack]1968年生まれ。市議4期目。市民の立場で考え行動していきます。
石井みちはる　
市民のとって身近な
市立病院であって
ほしいです


　紹介状なく市立病院を受診した際に5500円の「特別初診料」が徴収されます。今議会で更に7700円に値上げされる議案が提出されました（救急患者は例外）。命に関わる2点で反対しました。
最初から総合病院を受診すれば治癒されたのにも関わらず、紹介状をもらうために自己判断で開業医を転々とするうちに悪化して取り返しのつかない結果をもたらしてしまう制度の問題です。
もう一つは、コロナ禍で公立病院の役割が再認識されたのにもかかわらず、医療費削減路線を転換せず更に病床も医師も削減しようとする国の方針です。この制度は、表向きは「医師の疲弊防止」ですが、実際は、総合病院の役割を重症患者に特化した上、さらに公立病院の統合を進めるツールの一つになっています。
病院は、市民の立場で機械的に徴収はせず柔軟な対応をするとしましたが、医療費削減路線に対し地方から声を挙げていく段階に来ています。

目的は受診抑制
　市立病院初診
特別手数料値上げ
jcpさとうまりこ
給食センター統合問題、
一緒に考えていきませんか？
　センターの統合は、現段階では“進行中”であり、用地買収や工事契約の予算等は来年度当初予算時が見込まれます。世論と運動によっては、統合を食い止める事は可能です。
　日本共産党市議団は、広く市民の方から意見を伺い今後の議会論戦に活かしていきます。ご意見をお聞かせください。
市議団控室：jcpfujieda@yahoo.co.jp

子宮頸がん予防ワクチンでは、過去に副反応の疑いがある症状が相次ぎ、現在も被害の認定を求めて裁判が行われています。
自分で考え判断できる年齢となっている、中学生高校生が接種の対象です。「対象者にメリット
デメリットがきちんと提示されること、
けっして接種がプレッシャーや強制と
ならないこと、また、万が一の副反応が
起きた時のサポート体制」を確認しました。
さとうまりこ　
無料法律相談
毎月最終火曜日の18：00から
生涯学習センターにて（予約制）
（変更もあるので事前に確認を）
生活相談は随時受付ています。
石井みちはる090-8421-8194
さとうまりこ090-3852-2345

副反応被害を出すな
子宮頸がん予防ワクチンの
接種勧奨再開について
日本共産党藤枝市議団
値上げ
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